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た方法で書いてみようということで、メンバー

の中で手分けして来たところです」

「おう、今度は行動に移したわけだ。少しは学

習したということだね」

「整理し直しているうちに、仕様のモレに気付

くことがあるかもしれませんからね」

「“気分転換”って、こういうことかね？」

「そうです。今までの正月の過ごし方と変えて

みようということです」

「皆で話しをして、正月の間に少しでも考え方

を変えようということになったのです」

「ほう、どういう風の吹き回しかね」

　　　　　　　　　　●

「いや～、いつまでもこんなやり方で通用する

とは思えませんからね」

「こんなやり方とは？」

「バグに追われて納期は守れないし、工数は大

幅にオーバーだし」

「私たちもくたくたで、このままではぼろぼろ

になって捨てられてお終いになっちゃいます」

「第一、仕事が楽しくないですからね」

「この何年か振り返って見て、自分たちの能力

も上がっていませんしね」

と次々と言葉が出てきた。

どうやら、このリーダーは、リーダーという立

場を離れて自分の思いを皆の前にさらけ出した

ようだ。そうしてみんなの思いを一つの方向に

引き出すことに成功したのかもしれない。だ

が、それだけでここまで心を掴めるだろうか。

他に何かやったのではとの思いから、

「あなた達は、単に現状を反省したというだけ

ではないね。何かデータでも取ったのかな？」

「マスターには見えているのですね」と、リー

ダー格の彼がニコッと笑って言った。

「はい、精度にはムラがありますが、生産性の

データとか品質のデータを整理してみました」

「２年ぐらい前までのプロジェクトのデータが

ありましたので」

ここでも、言葉が連携してでてくる。考えてい

ることが同じで、互いに通じているのだろう。

「どうして、此処に来てデータを整理してみよ

うと思ったの？」

「マスターの話しを聞いていて、確かに顧客が

求める納期が短くなったという気がしました。

そこで、このままでは潰されると思ったので、

データで確かめてみようと思ったのです」

「私も、同じようなことを感じていましたの

で、リーダーから話しを聞いて、それじゃデー

タを調べてみようということになったのです」

「そうして調べてみると、工数の割に、１人の

生産量があまりにも少ないことに愕然としまし

た。マスターが言うように、うまく出来れば月

に３０００行は書けるという気持ちはあります

が、実際に調べてみると、６ヶ月で６０００

行前後しか書けていないことが分かったので

す。月にして１０００行ですからね」

「そうか。自分たちの生産性の低さに気がつ

いたわけだ」

いよいよ、年の瀬も押し迫ってきたが、店に来

るＳＥ達の半分ぐらいは、年末のぎりぎりまで

仕事をしているようだ。

　　　　　　　　　　●

「こんにちわ」

と言って、いつものエンジニアが大勢連れて

やってきた。

「いらっしゃい。今日は大勢でどうしたの？」

という間に、カウンターに一列で席に着いた。

「ようやく、仕事の区切りがついたので、今日

は皆で帰るところです」

といつも顔を出すリーダー格の彼が言った。

「その前に、マスターの所に年末の挨拶に顔を

出しておこうということです」

「そりゃ嬉しいね。ところで、皆さんコーヒー

でいいのかな？」

リーダー格の彼が皆の方を見て確認して、

「ブレンドコーヒーを５つお願いします」

　　　　　　　　　　●

「ところで、仕事の方は終わったのかな？」

「完了はしていないけど、今年中に対応する約

束のバグの方が片づいたところです」

「ということは、年明けに延長戦が残っている

わけだ。正月も落ち着かないね」

「でも、そんなことを思っていても仕方がない

ので、正月は気分転換することにします。なぁ

みんな」といって仲間の方に顔を向けた。カウ

ンターの他の人たちも、「そうです」と言って

リーダーに同調した。

話しが途切れたのと、“気分転換”という言葉

が気になったので、

「みなさんにとって、今年の仕事振りはどう

だったのかな？」

と誘い水をかけてみた。

ちょうど、そこでコーヒーが入った。

　　　　　　　　　　●

「いや～、今年も大変でしたね。仕様の変更が

多くて、作業が何度も後戻りです」

「仕様の書き方は変えなかったの？」

「夏にマスターに教えてもらったように変えよ

うと思ったのですが、客先との話しができない

まま、今まで通りの形で進んでしまいました」

「で、結局同じことを繰り返したわけだ。う～

ん、もったいないことをしたね」

「今思えば、どのように切り出すか迷っている

間に、タイミングを逸した感じですね」

「人から聞いただけで、自分で“これで行けそ

うだ”という感触を掴んでいない状態では提案

もできないだろう」

「確かにそうでした。マスターがいつもおっ

しゃっている“試行”とか“稽古”の必要性が

良く分かりました。思ったとき、知ったときに

やってみないと、実際には何も変化させること

ができないですね」

「気がつくのが遅いけど、でも気付いた時にど

う行動するかだね」と突っ込んでみた。

「はい、そこで正月の間に、仕様の変更が多

かった機能について、マスターに教えてもらっ
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「はい、生産性を落としている理由は、バグの

対応に実施工数全体の３分の１を占めているこ

とと、仕様の変更による後戻り作業で５分の１

の工数を使っていたのです」

「原因の大部分が初期の要求仕様の不備にある

ということで意見が一致したわけです」

「もっとうまくやれば、少なくとも工数を３割

短縮することも不可能ではないと思えるように

なりました」

「データってすごいんですね。こんなことが分

かるとは思いませんでした」

「今までは、データって“管理される”ための

証拠のようなものだと思っていました」

「でも、実際に取ってみて、これは自分たちの

ためのものだということが分かりました」

相変わらず、話しが連携している。それに私が

言葉を挟むタイミングがない！

「どうやら、皆さんは、来年はきっと良い形で

仕事ができそうだね」

「そうしたいと思っています」とリーダーが

きっぱりと言った。

そういうリーダーの顔を、カウンターを囲んで

仲間の皆が見入ってる。

久しぶりにこういう光景を目にした。気がつく

のが少し遅かったが、それでもまとまって行動

すれば間に合うだろう。いや、天は必ず彼らの

味方をするだろう。

　　　　　　　　　　●

「ところで、マスターはいつも、プロセスの改

善は品質の改善だけが目的ではないと、おっ

しゃっていますが、今日は、そこの話しをもう

少し聞かせてもらえますか」

「私たちは、品質を改善するためにプロセスを

改善すると考えてきました」

「確かに、一般にはそのように思われているか

も知れないね。ＣＭＭやISO-900xなどは品質の

改善が叫ばれたときに提案されたしね。それは

そうと、品質を改善するには、合理的なプロセ

スを安定させることと、レビューなどの冗長プ

ロセスを幾らか加えれば良いことは分かるね」

「それは分かります。だから何年も“こなれた

プロセス”を使おうとするわけですね」

「そう。だが1990年代に入って、納期の短縮要

求が出た」

「Agile とか自動生成ツールやシミュレーショ

ンのツールなどは、この要求に応えるものです

よね」

「このあと更にコストの要求が出てきたが、こ

れらの要求に応えるにはプロセスを変化させる

ことが必要になる」

「どう、変化させるかが問題ですね」

「それに、安定と変化という２つの相反する要

求にどうやって応えるかもポイントですね」

「そう、今日でのプロセスの改善は、“安定”

と“変化”の両方に応えるものでなければ意味

がないというのが、私の持論でね」

「だいたい分かりました。これも正月休みの間

に考えたいと思います。なぁ、みんな」

「はい、皆で考えてみます」

年の最後に、こういう人たちが出てきてくれ

た。来年はどんな顔を見せてくれるのだろう。

そう思うと今年最後の片付けも楽しくなる。◆

・データは管理者のものではなく、
自分たちの向上のために取る。
・プロセス改善はＱＣＤのすべてに
作用させなければならない
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北
朝
鮮
の
お
陰
（
？
）
で
、
今
や
「
自

衛
隊
は
軍
隊
か
ど
う
か
」
と
い
う
議
論
は

過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
９
・
１
１
の
同

時
テ
ロ
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
行
動
の
お
陰

（
？
）
で
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
も
、

あ
っ
さ
り
と
壁
を
越
え
た
。
だ
が
、
そ
の

背
後
に
は
、
日
本
人
の
意
識
の
変
化
が
あ

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
外
国
か
ら
見
れ

ば
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
台
頭
に
見

え
る
は
ず
だ
。
彼
ら
に
は
、
今
ま
で
眠
っ

て
い
た
日
本
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が

目
を
覚
ま
し
た
と
映
る
だ
ろ
う
。
門
外
不

出
だ
っ
た
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
が
、
国
を

二
分
す
る
ほ
ど
の
議
論
も
な
く
、
国
会
で

血
み
ど
ろ
の
攻
防
も
な
く
、
あ
っ
さ
り
と

通
っ
て
し
ま
う
国
が
、
い
っ
た
い
何
処
に

あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
＊
　
　
★
　
　
＊

　
も
し
、
派
兵
し
た
自
衛
隊
の
部
隊
に
攻

撃
が
仕
掛
け
ら
れ
、
交
戦
の
中
で
死
傷
者

を
出
し
た
と
き
、
日
本
の
国
内
の
世
論
は

ど
っ
ち
に
動
く
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
み
た
こ

と
か
、
危
険
だ
か
ら
早
く
引
き
上
げ
る
べ

き
と
い
う
議
論
が
大
勢
を
占
め
る
か
。
そ

れ
と
も
人
道
支
援
に
行
っ
た
者
に
攻
撃
を

仕
掛
け
る
な
ん
て
許
せ
な
い
と
イ
ラ
ク
を

敵
視
す
る
風
潮
が
表
面
化
す
る
か
。
も
っ

と
も
、
政
府
と
し
て
は
兵
を
引
け
な
い
だ

ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、
ア
ル
カ
イ
ー
ダ

の
予
告
通
り
に
東
京
が
「
テ
ロ
」
の
攻
撃

を
受
け
た
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
＊
　
　
★
　
　
＊

　
も
ち
ろ
ん
、
国
内
の
世
論
は
二
つ
に
割

れ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
確
実
に
「
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」
が
盛
り
上
が
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
「
９
・
１
１
」
の
後
の
ア
メ
リ

カ
国
内
が
一
時
的
に
も
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
で
染
ま
っ
た
よ
う
に
。
い
や
、
日
本

の
場
合
、
民
族
の
多
様
性
が
薄
い
分
だ

け
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
点
火
し
た

　
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
へ
派
兵
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
。
部
隊
の

編
成
も
完
了
し
、
年
末
に
な
っ

て
航
空
自
衛
隊
の
先
遣
隊
が
慌

た
だ
し
く
出
発
し
た
。
自
衛
隊

を
国
外
に
出
す
こ
と
に
つ
い
て

は
、
過
去
に
何
度
も
議
論
が
繰

り
返
さ
れ
、
そ
の
度
に
時
の
政

府
は
封
印
さ
れ
た
箱
の
フ
タ
を

開
け
る
こ
と
を
躊
躇
し
た
。
少
な
く
と

も
、
先
の
戦
争
を
体
験
し
て
き
た
政
治
家

は
、
鍵
を
開
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
＊
　
　
★
　
　
＊

　
と
こ
ろ
が
今
回
は
、
国
連
の
要
請
で
も

な
く
、
単
に
ア
メ
リ
カ
の
要
請
に
協
力
す

る
と
い
う
形
で
、
簡
単
に
自
衛
隊
の
海
外

派
兵
が
決
っ
た
。
も
っ
と
も
、
「
人
道
支

援
」
と
い
う
建
前
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
兵
を
出
す
側
の
論
理
に
過
ぎ
な
い
。

こ
う
も
簡
単
に
決
っ
て
し
ま
う
と
、
過
去

の
論
争
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
鉄
の
壁
と
思
わ
れ

て
い
た
も
の
が
、
い
ざ
片
手
を
突
い
て
み

る
と
そ
の
壁
は
ま
る
で
障
子
紙
で
出
来
て

い
た
か
の
よ
う
に
簡
単
に
破
れ
た
。
戦
後

も
五
八
年
を
過
ぎ
、
戦
後
世
代
が
人
口
の

大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、

壁
を
変
質
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
＊
　
　
★
　
　
＊

　
そ
れ
に
し
て
も
、
安
保
闘
争
を
経
験
し

て
き
た
世
代
の
目
か
ら
見
て
も
、
た
い
し

た
国
民
的
合
意
も
な
く
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良

く
発
生
し
た
北
朝
鮮
の
脅
威
を
利
用
す
る

形
で
、
イ
ラ
ク
へ
の
「
特
粗
法
」
は
、
憲
法

の
問
題
に
触
れ
る
こ
と
な
く
国
会
で
可
決
さ

れ
た
。
先
の
衆
院
選
挙
で
も
、
政
府
は
こ
の

問
題
を
争
点
か
ら
外
し
、
国
民
の
目
を
年
金

問
題
に
く
ぎ
付
け
に
し
て
選
挙
を
乗
り
切
っ

た
。
今
お
そ
ら
く
、
小
泉
首
相
の
胸
中
は
、

「
意
外
と
簡
単
だ
っ
た
な
」
と
い
う
と
こ
ろ

だ
ろ
う
。
日
本
は
変
わ
っ
た
の
か
。

　
　
　
＊
　
　
★
　
　
＊

　
「
特
粗
法
」
は
、
自
衛
隊
は
“
安
全
”
な

地
域
に
入
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
今
の
状
態
で
安
全
な
地
域
と
い
う
も
の

は
無
い
だ
ろ
う
。
い
や
、
自
衛
隊
が
入
っ
た

こ
と
で
、
そ
の
地
域
は
安
全
で
は
な
く
な
る

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
今
と
な
っ
て

は
、
草
の
根
の
よ
う
に
続
け
て
き
た
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
ら
、
イ
ラ
ク
の
国
民
、
特
に
自
衛
隊
が
入

る
地
域
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
真
意
の
説
明

を
繰
り
返
す
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
本
当
に
、
イ
ラ
ク
の
人
た
ち
が
望
む
も

の
、
例
え
ば
仕
事
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
も
と
よ
り
自
衛
隊
は
「
自
己
完
結
型

組
織
」
と
し
て
派
兵
さ
れ
る
以
上
、
現
地
の

人
た
ち
を
雇
用
す
る
可
能
性
は
低
く
、
歓
迎

さ
れ
ざ
る
状
態
に
な
る
危
険
は
否
定
で
き
な

い
。
政
府
も
こ
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
こ
と

は
百
も
承
知
の
は
ず
だ
。
そ
れ
を
承
知
で
派

兵
す
る
の
は
、
単
に
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
の

約
束
の
遵
守
と
い
う
だ
か
け
な
の
か
。
日
米

同
盟
に
対
す
る
縛
り
な
の
か
。

　
　
　
＊
　
　
★
　
　
＊

音音

　
一
〇
年
前
に
こ
の
本
を
読
ん

だ
と
き
、
こ
れ
は
日
本
の
こ
と

だ
と
思
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
日
本
人

は
、
自
ら
の
力
で
「
自
由
」
を
手
に
し

た
の
で
は
な
い
。
敗
戦
と
い
う
事
態
を

契
機
に
、
「
主
権
在
民
」
と
い
う
名
の

下
で
、
多
く
の
「
自
由
」
が
国
民
の
手

の
中
に
転
が
り
込
ん
で
き
た
。
「
自

由
」
と
「
平
等
」
と
い
う
言
葉
は
、
支

配
か
ら
の
解
放
を
意
味
し
た
が
、
こ
の

五
〇
年
の
間
、
そ
れ
を
正
し
く
活
用
し

た
か
ど
う
か
は
、
は
な
は
だ
怪
し
い
。

　
い
っ
た
い
、
「
自
由
」
は
ど
こ
に
使

わ
れ
た
の
か
。
た
と
え
ば
、
「
自
由
」

は
「
多
様
性
」
と
な
っ
て
現
れ
て
く

る
。
い
ろ
ん
な
民
族
が
集
ま
っ
て
、
い

ろ
ん
な
発
想
が
ぶ
つ
か
っ
て
、
新
し
い

文
化
を
創
造
す
る
力
と
な
る
。
そ
れ

は
、
企
業
活
動
だ
け
で
な
く
、
学
校
の

中
に
も
現
れ
て
も
良
い
は
ず
だ
し
、
農

業
や
地
域
社
会
に
現
れ
て
も
よ
い
は
ず

だ
。
だ
が
、
現
実
に
は
ど
こ
に
も
多
様

性
は
な
い
。
だ
か
ら
、
景
気
の
浮
き
沈

み
は
、
国
全
体
の
浮
沈
と
な
る
。

「
長
期
に
わ
た
っ
て
支
配
下
に
お
か
れ
、
そ
の
下
で
生
き
る
の

に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
人
民
は
、
な
に
か
の
偶
然
で
転
が
り
込
ん

で
き
た
自
由
を
手
に
し
て
も
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
（
塩
野
七
生
著
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
語
録
」
よ
り
引
用
）

火
を
消
せ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
戦
後
五
〇
年
を
過
ぎ
て
「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
は
、
す
で
に

死
語
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ

が
、
そ
の
こ
と
は
決
し
て
歓
迎
す
べ
き
こ
と

で
は
な
い
。
言
葉
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
そ
こ
に
起
き
て
い
る
状
況
を
認
識
で
き

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
イ
ラ
ク
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
ニ
ュ
ー
ス
に
対
す
る
国
民
一
人
ひ

と
り
の
感
情
が
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
し

て
認
識
で
き
な
い
ま
ま
、
後
戻
り
で
き
な
い

状
態
に
誘
導
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ

は
日
本
の
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。
マ
ス
コ

ミ
も
そ
の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
も
、
報
道
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
抗
し
き
れ
る
か
ど
う

か
。
こ
の
点
に
付
い
て
も
過
去
か
ら
学
習
し

た
と
は
思
え
な
い
。

　
日
本
は
変
わ
っ
た
の
か
？
　
　
　
　
■

　
二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
同
じ
こ
と
が

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
起
き
た
。
「
偶
然

転
が
り
込
ん
で
き
た
自
由
」
と
い
う
意

味
で
は
日
本
の
比
で
は
な
い
。
そ
れ
ま

で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
民
は
自
由
を

抑
圧
さ
れ
た
環
境
の
中
で
身
を
縮
め
て

生
き
て
き
た
。
そ
の
状
況
は
多
く
の
報

道
で
、
世
界
中
の
人
た
ち
が
知
っ
て
い

た
。
突
然
、
「
テ
ロ
集
団
を
駆
逐
す

る
」
と
い
う
名
の
下
で
ア
メ
リ
カ
軍
が

や
っ
て
来
て
、
想
像
を
超
え
た
武
器
力

に
よ
っ
て
、
当
時
の
タ
リ
バ
ン
政
権
を

あ
っ
と
い
う
間
に
倒
し
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
う
し
て
偶
然
に
転
が
り
込
ん
で
き

た
自
由
も
、
う
ま
く
活
用
さ
れ
な
い
ま

ま
、
部
族
間
の
闘
争
に
入
ろ
う
と
し
て

い
る
。
「
自
由
」
は
、
「
正
義
」
の
名

の
下
に
武
器
を
持
っ
て
戦
う
自
由
に
も

成
り
得
る
の
だ
。
長
く
戦
い
を
続
け
て

き
た
人
た
ち
に
は
、
そ
の
選
択
し
か
な

い
。
少
な
く
と
も
し
ば
ら
く
は
そ
れ
し

か
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
し
て
、
イ
ラ
ク
も
、
ま
も
な
く
こ
れ

と
同
じ
状
態
に
陥
る
だ
ろ
う
。

変質する日本

今月の一言


